
○
大
蔵
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
七
件
）

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
出

提
　
出

月
　
日

本
院
に
受
領

又
は
（
衆
）
へ

送
付
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

７

農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計
に
お
け
る
農
作

物
共
済
、
畑
作
物
共
済
及
び
果
樹
共
済
に
係

る
再
保
険
金
の
支
払
財
源
の
不
足
に
充
て
る

た
め
の
一
般
会
計
か
ら
す
る
繰
入
金
に
関
す

る
法
律
案

五
七
、
一
、
二
五

五
七
、
二
、
一
六

受
　
　
　
領

五
七
、
二
、
九

（
予
）

五
七
、
二
、
六

可
　
　
決

五
七
、
二
、
一
七

可
　
　
決

五
七
、
一
、
二
五

五
七
、
二
、
一
〇

可
　
　
決

五
七
、
二
、
一
六

可
　
　
決

9

昭
和
五
十
七
年
度
の
公
債
の
発
行
の
特
例
に

関
す
る
法
律
案

一
、
二
五

四
、
一
三

受
　
　
　
領

四
、
一
四

四
、
二
七

可
　
　
決

四
、
二
八

可
　
　
決

二
、
二
五

四
、
九

修
　
　
正

四
、
一
三

修
　
　
正

　
五
七
、
四
、
一
四

本
会
議
で
趣

旨
説
明
聴
取

1
5

国
税
収
納
金
整
理
資
金
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案

二
、
二

三
、
一
九

受
　
　
　
領

二
、
二
三

（
予
）

三
、
三
〇

可
　
　
決

三
、
三
一

可
　
　
決

二
、
九

三
、
一
八

可
　
　
決

三
、
一
九

可
　
　
決

1
6

法
人
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
、
二

三
、
一
九

受
　
　
　
領

三
、
一
九

三
、
三
〇

可
　
　
決

三
、
三
一

可
　
　
決

二
、
一
九

三
一
、
八

可
　
　
決

三
、
一
九

可
　
　
決

　
　
三
、
一
九

本
会
議
で
趣

旨
説
明
聴
取

1
7

租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

二
、
二

三
、
一
九

受
　
　
　
領

三
、
一

九

三
、
三
〇

可
　
　
決

三
、
三
一

可
　
　
決

二
、
一
九

三
、
一
八

可
　
　
決

三
、
一
九

可
　
　
決

三
、
一
九

本
会
議
で
趣

旨
説
明
聴
取

4
6

関
税
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

二
、
二
〇

三
、
三
〇

受
　
　
　
領

三
、
三
〇

三
、
三
〇

可
　
　
決

三
、
三
一

可
　
　
決

三
、
一
二

三
、
二
六

可
　
　
決

三
、
三
〇

可
　
　
決



番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
出

提
　
出

月
　
日

本
院
に
受
領

又
は
（
衆
）
へ

送
付
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

5
8

国
際
通
貨
基
金
及
び
国
際
復
興
開
発
銀
行
へ

の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

五
七
、
三
、
一
三

五
七
、
四
、
二
三

受
　
　
　
領

五
七
、
三
、
一
三

（
予
）

五
七
、
五
、
一
三

可
　
　
決

五
七
、
五
、
一
四

可
　
　
決

五
七
、
三
、
一
三

五
七
、
四
、
二
一

可
　
　
決

五
七
、
四
、
二
三

可
　
　
決

衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
（
四
件
）

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
日
）

予
備
送

付
月
日

本
院
へ

提
出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

３

所
得
税
の
物
価
調
整
制
度
に
関
す
る

法
律
案

堀
昌
雄
君

外
　
　
八
　
　
名

（
五
六
、
一
二
、
二
三
）

五
六
、
一
二
、
二
四

五
六
、
一
二
、
二
四

（
予
）

五
六
、
一
二
、
二
四

継
　
続
　
審
　
査

４

昭
和
五
十
六
年
度
の
水
田
利
用
再
編

奨
励
補
助
金
に
つ
い
て
の
所
得
税
及

び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
案

大
蔵
委
員
長

（
五
七
、
二
、
一
〇
）

五
七
、
二
、
一
〇　

五
七
、
二
、
一
六

五
七
、
二
、
一
〇

（
予
）

五
七
、
二
、
一
六

可
　
　
決

五
七
、
二
、
一
七

可
　
　
決

五
七
、
二
、
一
六

可
　
　
決

3
1

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
案

大
原
一
三
君

外
　
　
五
　
　
名

（
八
、
三
）

八
、
四

八
、
五

八
、
一
七

継
　
続
　
審
　
査

五
七
、
八
、
四

五
七
、
八
、
四

可
　
　
決

八
、
五

可
　
　
決

3
2

　

出
資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利

等
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

大
原
一
三
君

外
　
五
　
名

（
八
、
三
）

八
、
四

八
、
五

八
、
一
七

継
　
続
　
審
　
査

八
、
四

八
、
四

可
　
　
決

八
、
五

可
　
　
決



農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計
に
お
け
る
農
作
物
共
済
、
畑
作
物
共
済
及

び
果
樹
共
済
に
係
る
再
保
険
金
の
支
払
財
源
の
不
足
に
充
て
る
た
め
の

一
般
会
計
か
ら
す
る
繰
入
金
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
七
号
）
（
衆
議

院
送
付
）

五
七
、
　
一
、
二
五
　
内
閣
提
出

二
、
一
六
　
衆
可
決

二
、
一
七
　
参
可
決

要
旨
本
法
律
案
は
、
農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計
の
農
業
勘
定
及
び
果

樹
勘
定
に
お
い
て
、
低
温
、
暴
風
雨
等
に
よ
り
生
ず
る
再
保
険
金
の

支
払
財
源
の
不
足
に
充
て
る
た
め
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
お
い
て
、

一
般
会
計
か
ら
こ
れ
ら
の
勘
定
に
資
金
を
繰
り
入
れ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
お
い
て
、
一
般
会
計
か
ら
、
同
特
別
会
計

の
農
業
勘
定
へ
四
百
九
十
三
億
二
千
七
百
十
万
二
千
円
、
果
樹
勘

定
へ
百
十
六
億
七
万
千
円
を
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
入
れ
る
。

二
、
一
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
同
特
別

会
計
の
農
業
勘
定
又
は
果
樹
勘
定
に
お
い
て
、
決
算
上
の
剰
余
が

生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
再
保
険
金
支
払
基
金
勘
定
に
繰
り
入

れ
る
べ
き
金
額
を
控
除
し
て
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
繰
入
金
に
相
当
す
る
金
額
に
達
す
る
ま
で
の
金
額
を
一
般

会
計
に
繰
り
入
れ
る
。

委
員
長
報
告

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
案
に
つ
き
ま
し
て
、
大
蔵
委
員

会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計
に
お
け
る
農
作
物
共
済
、
畑

作
物
共
済
及
び
果
樹
共
済
に
係
る
再
保
険
金
の
支
払
財
源
の
不
足
に

充
て
る
た
め
の
一
般
会
計
か
ら
す
る
繰
入
金
に
関
す
る
法
律
案
は
、

昭
和
五
十
六
年
度
に
お
い
て
、
低
温
、
暴
風
雨
等
に
よ
る
水
稲
、
、
、
バ

レ
イ
シ
ョ
、
リ
ン
ゴ
等
の
被
害
が
異
常
に
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、

農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計
の
農
業
勘
定
及
び
果
樹
勘
定
に
生
ず
る

再
保
険
金
の
支
払
い
財
源
の
不
足
に
充
て
る
た
め
、
必
要
な
資
金
を

一
般
会
計
か
ら
こ
れ
ら
の
勘
定
に
繰
り
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

次
に
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
水
田
利
用
再
編
奨
励
補
助
金
に
つ
い

て
の
所
得
税
及
び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案
は
、
衆
議

院
大
蔵
委
員
長
提
出
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
昭
和
五
十
六
年



度
に
政
府
か
ら
交
付
さ
れ
る
水
田
利
用
再
編
奨
励
補
助
金
に
つ
い
て
、

個
人
が
交
付
を
受
け
る
も
の
は
こ
れ
を
一
時
所
得
と
み
な
し
、
農
業

生
産
法
人
が
交
付
を
受
け
る
も
の
は
、
交
付
を
受
け
た
後
二
年
以
内

に
固
定
資
産
の
取
得
ま
た
は
改
良
に
充
て
た
場
合
に
は
圧
縮
記
帳
の

特
例
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
税
負
担
の
軽
減
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
案
を
一
括
し
て
質
疑
を
行
い
ま
し

た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
両
案
は
討
論
な
く
、
順
次
採
決
の
結
果
、
い
ず

れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

以
上
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
度
の
公
債
の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第

九
号
）
（
衆
議
院
送
付
）五

七
、
　
一
、
二
五
　
内
閣
提
出

二
、
二
五
　
衆
本
会
議
趣
旨
説
明

四
、
二
二
　
衆
修
正

四
、
一
四
　
参
本
会
議
趣
旨
説
明

四
、
二
八
　
参
可
決

要
旨
本
法
律
案
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
租
税
収
入
の
動
向
等
に
か
ん

が
み
、
同
年
度
の
財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
を
確
保
し
、
も
つ
て
国

民
生
活
と
国
民
経
済
の
安
定
に
資
す
る
た
め
、
財
政
法
第
四
条
第
一

項
た
だ
し
書
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
建
設
国
債
の
ほ
か
、
同
年
度
の
公
借

発
行
の
特
例
措
置
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

べ
特
例
公
債
は
、
予
算
を
も
つ
て
国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範

囲
内
で
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計

予
算
総
則
第
六
条
第
二
項
に
、
同
年
度
の
特
例
公
債
の
発
行
限
度

額
を
、
三
兆
九
千
二
百
四
十
億
円
と
す
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
）
。

二
、
租
税
収
入
等
の
実
績
に
従
つ
て
、
特
例
公
債
の
発
行
額
を
限
度

額
の
範
囲
内
で
調
整
で
き
る
よ
う
、
昭
和
五
十
八
年
六
月
末
日
ま

で
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
同
年
四
月
以
降
の
本
特

例
公
債
の
発
行
収
入
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
所
属
の
歳
入
と
す
る
。

三
、
一
の
議
決
を
経
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
公
債
の
償
還
計
画

を
国
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、
特
例
公
債
に
つ
い
て
は
、
借
換
債
の
発
行
は
行
わ
な
い
。



な
お
、
本
法
律
案
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
施
行
期
日
「
昭
和
五

十
七
年
四
月
一
日
」
を
「
公
布
の
日
」
と
す
る
修
正
が
行
わ
れ
て
い

る
。

委
員
長
報
告

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
昭
和
五
十
七
年
度
の
公
債
の
発
行

の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会
に
お
け
る
審
査

の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
租
税
収
入
の
動
向
等
に
か
ん
が
み
、

同
年
度
の
財
政
運
営
に
必
要
な
財
源
を
確
保
し
、
も
っ
て
国
民
生
活

の
安
定
に
資
す
る
た
め
、
財
政
法
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
き
の
規

定
に
よ
る
場
合
の
い
わ
ゆ
る
建
設
国
債
の
ほ
か
、
予
算
を
も
っ
て
国

会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範
囲
内
で
特
例
公
債
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
す
る
等
、
所
要
の
規
定
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
歳
入
欠
陥
の
見
通

し
と
そ
の
対
応
策
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
お
け
る
財
政
並
び
に
経
済

運
営
の
基
本
方
針
、
今
後
に
お
け
る
大
量
の
満
期
到
来
債
の
償
還
及

び
借
り
か
え
の
あ
り
方
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
等

に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
参
考
人
よ
り
意
見
を
聴
取
い
た

し
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
を

代
表
し
て
穐
山
篤
委
員
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を
代
表
し
て
塩
出
啓

典
委
員
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
近
藤
忠
孝
委
員
、
民
社
党
・
国

民
連
合
を
代
表
し
て
三
治
重
信
委
員
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
反
対
、
ま
た
、

自
由
民
主
党
・
自
由
国
民
会
議
を
代
表
し
て
衛
藤
征
士
郎
委
員
よ
り

賛
成
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
案
に
対
し
、
財
政
の
実
態
及
び
そ
の
中
期
的
な
展
望
を

明
ら
か
に
し
、
財
政
再
建
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ

う
努
め
る
こ
と
等
五
項
目
の
附
帯
決
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

国
税
収
納
金
整
理
資
金
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
閣
法
第
一
五
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

五
七
、
　
二
、
　
二
　
内
閣
提
出

三
、
一
九
　
衆
可
決

三
、
三
一
　
参
可
決



要
旨
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
国
税
の
還
付
の
件
数
の
増
加
傾
向

に
か
ん
が
み
、
還
付
事
務
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
還
付
加
算
金
の

支
払
を
還
付
金
等
の
支
払
と
同
様
、
直
接
、
国
税
収
納
金
整
理
資
金

か
ら
行
う
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
資
金
の
支
払
計
画
の
示
達
に
関

す
る
事
務
を
大
蔵
大
臣
か
ら
所
属
の
職
員
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
四
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員

会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

国
税
収
納
金
整
理
資
金
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
は
、
最
近
に
お
け
る
国
税
の
還
付
件
数
の
増
加
傾
向
に
か
ん
が
み
、

事
務
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
国
税
の
還
付
加
算
金
の
支
払
い
に
つ

い
て
、
還
付
金
等
の
支
払
い
と
同
様
の
取
り
扱
い
が
で
き
る
こ
と
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

法
人
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
社
会

経
済
情
勢
と
現
下
の
厳
し
い
財
政
事
情
に
顧
み
、
今
次
の
税
制
改
正

の
一
環
と
し
て
、
法
人
税
の
延
納
制
度
の
縮
減
を
図
る
等
の
改
正
を

行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
法
人
税
法
と

同
じ
く
、
今
次
の
税
制
改
正
の
一
環
と
し
て
、
特
定
設
備
等
の
特
別

償
却
率
の
引
き
下
げ
、
価
格
変
動
準
備
金
の
対
象
範
囲
の
縮
小
等
、

既
存
の
特
別
措
置
の
整
理
合
理
化
及
び
交
際
費
課
税
の
強
化
を
行
う

ほ
か
、
土
地
等
の
短
期
譲
渡
所
得
と
長
期
譲
渡
所
得
の
区
分
の
基
準

を
改
め
、
長
期
譲
渡
所
得
に
対
す
る
課
税
を
軽
減
す
る
等
土
地
税
制

に
つ
い
て
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
同
居
の
特
別
障
害
者
に
係
る

扶
養
控
除
等
の
特
例
を
設
け
、
あ
わ
せ
て
中
小
企
業
者
の
貸
し
倒
れ

引
当
金
の
特
例
制
度
等
期
限
の
到
来
す
る
特
別
措
置
に
つ
い
て
適
用

期
限
を
延
長
す
る
等
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
以
上
三
案
を
一
括
し
て
質
疑
を
行
い
、

法
人
税
法
、
租
税
特
別
措
置
法
改
正
二
案
に
つ
い
て
は
参
考
人
の
意

見
聴
取
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
間
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
三
案
を
一
括
し
て
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

日
本
社
会
党
を
代
表
し
て
穐
山
篤
委
員
よ
り
法
人
税
法
、
租
税
特
別

措
置
法
改
正
二
案
に
反
対
、
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民
会
議
を
代
表

し
て
衛
藤
征
士
郎
委
員
よ
り
三
案
に
賛
成
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を

代
表
し
て
塩
出
啓
典
委
員
よ
り
法
人
税
法
、
租
税
特
別
措
置
法
改
正

二
案
に
反
対
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
近
藤
忠
孝
委
員
よ
り
同
じ

く
二
案
に
反
対
、
民
社
党
・
国
民
連
合
を
代
表
し
て
三
治
重
信
委
員



よ
り
同
じ
く
二
案
に
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
討
論
を
終
わ
り
、
順
次
採
決
の
結
果
、
国
税
収
納
金
整
理
資
金
法

改
正
案
に
つ
き
ま
し
て
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
、
法
人
税
法
改
正
案

及
び
租
税
特
別
措
置
法
改
正
案
は
多
数
を
も
っ
て
、
三
案
は
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
法
人
税
法
、
租
税
特
別
措
置
法
改
正
二
案
に
対
し
附
帯
決

議
を
付
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
関
税
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
最
近
に
お
け
る
内
外
の
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、

わ
が
国
の
貿
易
の
円
滑
な
発
展
に
資
す
る
見
地
か
ら
、
東
京
ラ
ウ
ン
ド

交
渉
に
基
づ
く
わ
が
国
の
関
税
譲
許
品
目
に
係
る
実
行
関
税
率
の
段

階
的
引
き
下
げ
の
一
律
二
年
分
の
繰
り
上
げ
及
び
ウ
イ
ス
キ
ー
、
半

導
体
等
の
関
税
率
の
引
き
下
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

の
塊
に
係
る
関
税
の
免
税
制
度
を
新
設
す
る
ほ
か
、
適
用
期
限
の
到

来
す
る
石
油
に
係
る
関
税
の
減
税
還
付
制
度
及
び
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等

の
暫
定
関
税
率
に
係
る
適
用
期
限
を
延
長
す
る
等
、
所
要
の
措
置
を

講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
け
る
質
疑
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
案
は
多
数
を
も

っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

法
人
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
六
号
）
（
衆
議
院
送

付
）

五
七
、
　
二
、
　
二
　
内
閣
提
出

二
、
一
九
　
衆
本
会
議
趣
旨
説
明

三
、
一
九
　
衆
可
決

三
、
一
九
　
参
本
会
議
趣
旨
説
明

三
、
三
一
　
参
可
決

要
旨
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢
と
現
下
の
厳
し
い

財
政
事
情
に
か
え
り
み
、
今
次
の
税
制
改
正
の
一
環
と
し
て
、
法
人

税
法
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

一
、
延
納
制
度
に
つ
い
て
、
確
定
申
告
に
よ
る
法
人
税
額
に
係
る
延

納
割
合
を
四
分
の
一
以
下
（
現
行
二
分
の
一
以
下
）
に
引
き
下
げ



る
と
と
も
に
、
中
間
申
告
に
よ
る
法
人
税
額
に
係
る
延
納
制
度
を

廃
止
す
る
。

二
、
適
格
退
職
年
金
契
約
の
範
囲
に
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
が
締
結
す
る
生
命
共
済
契
約
を
加
え
る
。

な
お
、
本
法
律
施
行
に
伴
う
租
税
の
増
収
額
は
、
昭
和
五
十
七
年

度
約
千
四
百
四
十
億
円
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

委
員
長
報
告

国
税
収
納
金
整
理
資
金
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
の
委
員
長
報
告
参
照

租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
七
号
）
（
衆

議
院
送
付
）

五
七
、
　
二
、
　
二
　
内
閣
提
出

二
、
一
九
　
衆
本
会
議
趣
旨
説
明

三
、
一
九
　
衆
可
決

三
、
一
九
　
参
本
会
議
趣
旨
説
明

三
、
三
一
　
参
可
決

要
旨
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢
の
推
移
及
び
現
下

の
厳
し
い
財
政
事
情
に
か
え
り
み
、
今
次
の
税
制
改
正
の
一
環
と
し

て
、
租
税
特
別
措
置
法
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
企
業
関
係
の
租
税
特
別
措
置
の
縮
減
合
理
化

適
用
期
限
の
到
来
す
る
特
別
措
置
を
中
心
に
、
公
害
防
止
用
設

備
の
特
別
償
却
割
合
を
引
き
下
げ
、
価
格
変
動
の
著
し
い
物
品
以

外
の
物
品
を
価
格
変
動
準
備
金
制
度
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
等
、

特
別
償
却
制
度
及
び
準
備
金
制
度
等
二
十
項
目
を
整
理
合
理
化
す

る
と
と
も
に
、
政
策
効
果
の
期
待
で
き
な
い
も
の
等
を
重
点
に
四

項
目
を
廃
止
す
る
。

二
、
交
際
費
課
税
の
強
化

交
際
費
課
税
制
度
に
つ
い
て
、
今
後
三
年
間
の
措
置
と
し
て
、

資
本
金
五
千
万
円
以
下
の
中
小
法
人
に
対
す
る
定
額
控
除
を
残
し

た
う
え
、
交
際
費
の
全
額
を
損
金
不
算
入
と
す
る
。

三
、
土
地
・
住
宅
税
制
の
改
正

土
地
等
の
短
期
譲
渡
所
得
と
長
期
譲
渡
所
得
の
区
分
の
基
準
を

所
有
期
間
（
十
年
）
に
改
め
、
長
期
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
特

別
控
除
後
の
譲
渡
益
四
千
万
円
超
の
部
分
を
二
分
の
一
総
合
課
税



と
す
る
ほ
か
、
居
住
用
財
産
の
買
換
え
の
場
合
等
の
課
税
の
特
例

を
新
設
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
。

四
、
福
祉
対
策
の
た
め
の
改
正

同
居
し
て
い
る
特
別
障
害
者
に
つ
い
て
現
行
の
扶
養
控
除
等
の

ほ
か
五
万
円
の
特
別
控
除
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
勤

労
者
財
産
形
成
貯
蓄
の
利
子
等
の
非
課
税
制
度
に
つ
い
て
、
年
金

形
式
で
支
払
を
受
け
る
一
定
の
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
の
利
子
等

を
退
職
後
も
非
課
税
と
す
る
。

五
、
そ
の
他
の
改
正

国
際
科
学
技
術
博
覧
会
出
展
準
備
金
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も

に
、
時
効
に
よ
り
取
得
し
た
土
地
の
所
有
権
の
保
存
登
記
に
対
す

る
登
録
免
許
税
の
軽
減
措
置
な
ど
適
用
期
限
の
到
来
す
る
租
税
特

別
措
置
に
つ
い
て
、
実
情
に
応
じ
そ
の
適
用
期
限
を
延
長
す
る
等
、

所
要
の
措
置
を
講
ず
る
。

な
お
、
本
法
律
施
行
に
伴
う
租
税
の
増
収
見
込
額
は
、
昭
和
五
十

七
年
度
約
千
九
十
億
円
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

国
税
収
納
金
整
理
資
金
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
の
委
員
長
報
告
参
照

関
税
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四
六
号
）
（
衆

議
院
送
付
）

五
七
、
　
二
、
二
〇
　
内
閣
提
出

三
、
三
〇
　
衆
可
決

三
、
三
一
　
参
可
決

要
旨
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
内
外
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、

我
が
国
の
貿
易
の
円
滑
な
発
展
に
資
す
る
た
め
、
東
京
ラ
ウ
ン
ド
交

渉
の
合
意
に
則
つ
た
関
税
の
段
階
的
引
下
げ
を
、
一
律
二
年
分
繰
り

上
げ
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
半
導
体
等
の
関
税
率
を
引
き
下
げ
る

ほ
か
、
暫
定
的
措
置
と
し
で
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
塊
を
免
税
と
す
る
等
、

所
要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

一
、
東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
に
基
づ
き
、
我
が
国
の
関
税
譲
許
品
目
に

つ
い
て
の
実
行
関
税
率
の
段
階
的
引
下
げ
を
、
千
六
百
五
十
三
品

目
に
つ
き
、
昭
和
五
十
七
年
度
予
定
分
に
加
え
て
一
律
二
年
分
繰

り
上
げ
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
半
導
体
、
ウ
イ
ス
キ
ー
等
に
つ

い
て
関
税
率
を
引
き
下
げ
る
。



二
、
諸
般
の
情
勢
を
考
慮
し
て
、
シ
ー
ト
た
ば
こ
、
自
動
車
用
排
気

タ
ー
ビ
ン
過
給
機
等
を
無
税
と
す
る
ほ
か
、
関
税
割
当
制
度
品
目

の
う
ち
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
に
つ
い
て
そ
の
適
用
を
廃
止
す
る
と

と
も
に
、
重
油
及
び
粗
油
の
一
次
、
二
次
税
率
を
引
き
上
げ
る
。

三
、
著
し
い
不
況
に
陥
つ
て
い
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
精
錬
業
の
合
理
化

に
資
す
る
た
め
、
同
業
者
の
輸
入
す
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
塊
の
免

税
制
度
を
新
設
ず
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日

に
期
限
の
到
来
す
る
石
油
関
連
関
税
の
減
税
・
還
付
制
度
を
一
年

間
延
長
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
。

四
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
に
適
用
期
限
の
到
来
す
る
千
九

百
七
十
五
品
目
の
暫
定
税
率
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用
期
限
を
一
年

間
延
長
す
る
等
所
要
の
改
正
を
行
う
。

な
お
、
本
法
律
施
行
に
伴
う
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
分
の
関

税
減
収
見
込
額
は
、
約
四
百
億
円
で
あ
り
、
石
炭
並
び
に
石
油
及
び

石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
の
原
重
油
関
税
の
増
収
見
込

額
は
、
約
五
十
七
億
円
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

国
税
収
納
金
整
理
資
金
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
の
委
員
長
報
告
参
照

国
際
通
貨
基
金
及
び
国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五
八
号
）
（
衆
議
院
送

付
）

五
七
、
　
三
、
一
三
　
内
閣
提
出

四
、
二
三
　
衆
可
決

五
、
一
四
　
参
可
決

要
旨

本
法
律
案
は
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
に
対
す
る
出
資
の
額
が
増
額

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
に
伴
い
、
政
府
は
、
同
銀
行
に
対
し
、
従
来

の
出
資
の
額
の
ほ
か
、
一
九
四
四
年
七
月
一
日
現
在
の
量
目
及
び
純

分
を
有
す
る
合
衆
国
ド
ル
に
よ
る
十
六
億
六
千
六
百
七
十
万
ド
ル
の

範
囲
内
に
お
い
て
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

委
員
長
報
告

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
国
際
通
貨
基
金
及
び
国
際
復
興
開

発
銀
行
へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果



を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
に
対
す
る
出
資
の
額
が
増
額
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
の
に
伴
い
、
わ
が
国
が
当
該
出
資
の
額
の
増
額
に
応

ず
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
は
、
同

銀
行
に
対
し
て
十
六
億
六
千
六
百
七
十
万
協
定
ド
ル
、
現
在
の
合
衆

国
ド
ル
で
約
一
一
十
億
一
千
万
ド
ル
を
追
加
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
け
る
質
疑
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
案
は
多
数
を
も

っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
度
の
水
田
利
用
再
編
奨
励
補
助
金
に
つ
い
て
の
所
得
税

及
び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案
（
衆
第
四
号
）
（
衆
議
院
提

出
）

五
七
、
　
二
、
一
〇
　
衆
大
蔵
委
員
長
提
出

二
、
一
六
　
衆
可
決

二
、
一
七
　
参
可
決

要
旨
本
法
律
案
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
お
い
て
、
米
の
生
産
抑
制
の

徹
底
と
水
田
利
用
の
再
編
成
を
図
る
た
め
、
政
府
が
稲
作
の
転
換
を

行
う
者
等
に
対
し
交
付
す
る
水
田
利
用
再
編
奨
励
補
助
金
に
つ
い
て
、

税
制
上
の
軽
減
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

一
、
個
人
が
交
付
を
受
け
る
同
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
一
時
所
得
と

み
な
す
と
と
も
に
、
転
作
に
伴
う
特
別
支
出
費
用
等
は
、
一
時
所

得
の
必
要
経
費
と
み
な
す
。

二
、
農
業
生
産
法
人
が
交
付
を
受
け
る
同
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
交

付
を
受
け
た
後
二
年
以
内
に
事
業
の
用
に
供
ナ
る
固
定
資
産
の
取

得
又
は
改
良
に
充
て
る
場
合
、
圧
縮
記
帳
の
特
例
を
認
め
る
。

委
員
長
報
告

農
業
共
済
再
保
険
特
別
会
計
に
お
け
る
農
作
物
共
済
、
畑
作
物
共

済
及
び
果
樹
共
済
に
係
る
再
保
険
金
の
支
払
財
源
の
不
足
に
充
て
る

た
め
の
一
般
会
計
か
ら
す
る
繰
入
金
に
関
す
る
法
律
案
の
委
員
長
報

告
参
照




